
ウイルス性下痢症研究会第 31 回学術集会プログラム 
2019 年 10 月 28 日（月）  開場 12：30 開始 13：00 

 
2019 年度 総会 13：00-13：15 

司会：岡 智一郎（国立感染症研究所）、上間 匡 (国立医薬品食品衛生研究所) 
 
「胃腸炎の話題」   13：15 ̶ 15：25                                 座長：岡 智一郎（国立感染症研究所） 
1. 「電子顕微鏡観察をきっかけとして感染性胃腸炎患者検体から検出されたレオウイルス」    

  山元 誠司先生（大阪健康安全基盤研究所） 
2 「ロタウイルスワクチン導入後の重症感染性胃腸炎の発生動向-公開集計データの現状と課題」     

神谷 元先生（国立感染症研究所） 
3. 「ノロウイルスの発生動向の変遷と遺伝子解析」 

 松島 勇紀先生（川崎市健康安全研究所） 
休憩 
 
4. 「最近のヒト由来ロタウイルスに見られる遺伝的特徴の変化」 

藤井 克樹先生（国立感染症研究所） 
5. 「過去 5 年間のサポウイルスの発生動向」 

坂上 亜希恵先生（宮城県保健環境センター） 
6. 「家畜における下痢症ウイルス検出状況と感染動態」 

宮﨑 綾子先生（（国研）農研機構 動物衛生研究部門） 
 

「環境中のウイルスの話題」 15：35    - 16：35      座長：上間 匡（国立医薬品食品衛生研究所） 
1.「下水中のノロウイルスモニタリングによる胃腸炎監視システム」                          

風間 しのぶ先生（東京大学大学院） 

2.「下水処理施設における流入水の腸管系ウイルス実態調査について」  

小川 泰卓先生（埼玉県衛生研究所） 

3. 「カキのノロウイルス汚染対策の現状と課題」 
                                         今村 彩貴先生 (農林水産省 消費・安全局) 
 
「国際学会の紹介」 16：45  -17：15            座長：森 功次（東京都健康安全研究センター） 
1.「第 13 回国際 dsRNA ウイルス学会の紹介」          

鈴木 享先生 （（国研）農研機構 動物衛生研究部門） 

2.「第 7 回国際カリシウイルス会議」            

村上 耕介先生（国立感染症研究所） 

「トピック」       17：25 ̶ 17：50              座長：左近 直美（大阪健康安全基盤研究所） 
1.「ヒト iPS 細胞由来の腸管上皮細胞を用いたヒトノロウイルス増殖系の確立」 

佐藤 慎太郎先生（大阪大学微生物病研究所） 
 
 
閉会挨拶 17：50-17：55                                            代表幹事：岡 智一郎（国立感染症研究所） 
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1) Kazama et al., Temporal dynamics of norovirus determined 

through monitoring of municipal wastewater by pyrosequencing 

and virological surveillance of gastroenteritis cases. Water Res., 

2016.

2) Kazama et al., Environmental Surveillance of Norovirus 

Genogroups I and II for Sensitive Detection of Epidemic Variants, 

Appl. Environ. Microbiol., 2017.
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The 7th International Calicivirus Conference 
2019 10 13-17  

PARKROYAL Darling Harbour hotel (Sydney, Australia) 
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 The 6th International Calicivirus Conference, Savannah, USA 2016 
 The 5th International Calicivirus Conference, Beijing, China 2013  
 The 4th International Calicivirus Conference, Santa Cruz, Chile 2010  
 The 3rd International Calicivirus Conference, Cancun, Mexico 2007  
 The 2nd International Calicivirus Conference, Dijon, France 2004  
 The 1st International Calicivirus Conference, Atlanta, USA 1999. 

 



 

  



 

 



 

 

 


